
この度は，弊社の「数学大学入試問題解答集 2021国公立大編」におきまして，下記の通りの誤りがご
ざいました．皆様にはご迷惑をおかけしますことをお詫びいたします．(最終更新 2022年 8月 15日)

正誤表

ページ 箇所 誤 正

P.403 BÑa下から 3行目 【誤】求める (x1;x2;x3)の個数は
【正】求める (x1;x2;x3; y1; y2; y3)の個数は

P.502 Ba Ñ 4～5行目 【誤】¡3 ¢
2 logx ¢ 1x ¢ x¡ 3(logx)

2

x2
= $ 3 logx

x
<2

【正】¡3 ¢
2(logx) ¢ 1x ¢ x¡ (logx)

2 ¢ 1

x2
=
3(logx)2

x2

P.503 Da 全体 訂正履歴参照

P.499 Ba 7行目 【誤】¡!PQ = ¡!OQ¡
¡!
OP=

1
2
~a+ #3s¡ 1

2
;~b+ (1¡ s)~c

【正】¡!PQ = ¡!OQ¡
¡!
OP= ¡

1
2
~a+ #3s¡ 1

2
;~b+ (1¡ s)~c

P.190 Da Ò 末尾図版 （図中の ®と ¯が逆）
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D
k【接線】n
c 交角 µを鋭角に制限して

tanµ =
m1 ¡m2
1 +m1m2

という式を載せている教科書があ

る．大学入試では，絶対値をつけて覚えてはいけない．
「なぜいけないのか？」と聞く人がいる．
入試には交角が鈍角の場合もあるし，鋭角か鈍角か不明
なこともある
からである．たとえば 2014年の慶應大・医にある．入
試は文字で計算するから，絶対値をつけると，文字式の
符号を考察し，絶対値を外す作業が必要になる．
「xの正方向とのなす角」という表現は未熟な表現で
ある．下向きに出しても「なす角」だからである．偏角
（へんかく，偏向角度，argumentの訳で，日本の教科書
では複素数でのみ使われている）を使うのがよい．大体
「複素数用語であり，他の分野では使わない」というの
がおかしい．ベクトル¡!ABの偏角とは，Aを始点，Bを
終点とするベクトルを出し，Aから右へ線分を引いて．
そこから ABに向かって測る角である．左回りを正，右
回りを負の角とし，一般角で測る．一般角だから，角は
1つには定まらず，2¼の整数倍の違いがある．

a ! f0(x) = 2x2¡ 1
3
より lの方程式は

y = f0(¡t)(x+ t) + f(¡t)

y = #2t2 ¡ 1
3
;(x+ t)¡ 2

3
t3 + 1

3
t

y = #2t2 ¡ 1
3
;x+ 4

3
t3

である．これと Cを連立して#2t2 ¡ 1
3
;x+ 4

3
t3 = 2

3
x3 ¡ 1

3
x

2
3
x3 ¡ 2t2x¡ 4

3
t3 = 0

(x+ t)2(x¡ 2t) = 0 Ú x = ¡t; 2t

また，f(2t) = 16
3

t3 ¡ 2
3
tであるから，Qの座標は#2t; 16

3
t3 ¡ 2

3
t; である．

" mの傾きは f0(2t) = 8t2 ¡ 1
3
である．図 1のよ

うに ®;¯をとる（図 2でもよい）．ただし µ = ¯¡ ®で

ある．tan® = 2t2 ¡ 1
3
; tan¯ = 8t2 ¡ 1

3
だから

tanµ = tan(¯¡ ®) =
tan¯¡ tan®
1 + tan¯ tan®

=
#8t2 ¡ 1

3
; ¡ #2t2 ¡ 1

3
;

1 + #8t2 ¡ 1
3
; #2t2 ¡ 1

3
;

=
54t2

9 + (24t2 ¡ 1)(6t2 ¡ 1)
=

27t2

72t4 ¡ 15t2 + 5

このとき，

72t4 ¡ 15t2 + 5 = 72# t2 ¡ 15
144

;2 + 1215
288

> 0

より，tanµ > 0となり µは鋭角であることがわかる．

# µ = ¼
4
のとき tanµ = 1であるから

27t2

72t4 ¡ 15t2 + 5
= 1

72t4 ¡ 42t2 + 5 = 0

(6t2 ¡ 1)(12t2 ¡ 5) = 0

t > 0より t = 1
B

6
;

B

15
6
である．

$ tanµは µの増加関数であるから，µが最大にな
るのは tanµ が最大になるときである．よって，tanµ
を最大にする tを求める．ここで，相加・相乗平均の不
等式を用いると

tanµ = 27

72t2 ¡ 15 + 5
t2

·
27

2

F

72t2 ¢ 5
t2
¡ 15

=
27

12
B

10¡ 15

等号が成立するのは 72t2 = 5
t2
，すなわち t4 = 5

72
のと

きであるから，t > 0も合わせると，tanµが最大になる

ときの tの値は 4

F

5
72
である．

E
h【数列の雑題】n
a ! an = 4+ (n ¡ 1)d;

bn = 2 ¢ rn¡1 であるから，

cn = 4+ (n ¡ 1)d¡ 2rn¡1

c2 = 2; c3 = ¡6; c4 = ¡38より

2 = 4 + d¡ 2r .........................................1

¡6 = 4 + 2d¡ 2r2 ...................................2

¡38 = 4 + 3d¡ 2r3 ..................................3

1£ 2¡2より 10 = 4¡ 4r+ 2r2

(r+ 1)(r¡ 3) = 0 Ú r = ¡1; 3

1より，(r;d) = (¡1;¡4); (3; 4)となるが，このうち
3を満たすものを考えて (r;d) = (3; 4)となる．よっ
て，cn = 4+4(n¡ 1)¡ 2 ¢ 3n¡1 = 4n¡ 2 ¢ 3n¡1 である．

" Sn =
n
P

k=1
(4k¡ 2 ¢ 3k¡1)

= 4 ¢
1
2
n(n + 1)¡ 2 ¢ 3

n ¡ 1
3¡ 1

= 2n2 + 2n+ 1¡ 3n

P.359 Aa「注意」2行目 D= 1+ 16 + 4y ≧ 0 D= 1+ 16 + 4a ≧ 0
P.43 GÓa最終行 ~b = 15 ~b =

B

15

P.557 EÒa 6行目 【誤】 ~v = 3
5 + 4cos tf(¡y)

2 + x2g = 3
5 + 4 cos t

【正】 ~v = 3
5 + 4cos t

C

(¡y)2 + x2 = 3
5 + 4 cos t

1


